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　近年，児童発達心理学の分野では社会・情緒的発達と

認知的発達の関連をみる研究が多くなされ，特に母子の

愛着とCompetenceの関連について興味と関心が集中し

ている．しかしこれらに関する概念規定は研究者により

かなり相違している．本稿ではアメリカやイギリスの主

な研究を概観し，今後の研究のために知見を得ようとす

るものである．

愛着について

　attachment，　object　relation，　identification，　basic　trust，

dependency，　trait，　d三screte　behavior，　organizational　co－

nstruct，はすべて乳児と保育者との特別な関係を説明す

る概念として用いられている．つぎに主な研究において

どのように愛着概念が定義されているかみることにする．

　a．精神分析学　　母子関係を最初に明確に体系だて

て説いたのはFreud55）である．彼は乳児は口唇期にあ

り，自己と他者との弁別は不可能であるが，飢餓体験を

通して自己の外の世界に気づき，さらにこの飢餓が栂親

によって解消される体験を通して，母親を対象として認

識するようになると説明している．　この状態をobject

relationという．この段階では母親の存在そのものが乳

児の満足の対象であり，このことは母子間に愛着が成立

したことを示すものである．Erikson13）は最初Freud

と同様に愛着と口唇的結びつきを考えていたが，その後

各発達段階の発達課題・危機の考え方から論ずるように

なった．そして最初の危機とは基本的な信頼と不信が形
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成される時期であり，これは口唇期に相応する時期であ

る．この時期に「…乳児は母親のやり方を学び，母親は

自分のやり方を乳児のやり方に調節する過程を通して信

頼感を育て，与えられたものを受け入れる過程でその感

覚を機能させる（P．58）13）。」とし，彼は単に基本的な欲

求の満足老としてのみ母親の存在を重視せず，むしろ母

親と乳児の相互作用の質及び母親の養育態度の質的面を

重視している．しかしながら，精神分析学における愛着

はいずれも多分に内面的，心理的，抽象的であり，検証

し，操作することは非常に難しいために学習理論の立場

から新しい概念が提出された．

　b．学習理論　　学習理論では愛着とdependency（依

存）は別のものと考えられている．Gewirtz64）は愛着と

依存は共に成人の刺激に対する子どもの反応即ち，刺激

反応理論の説明概念にすぎず，この両者の違いは「依存

は“人の集団”のもつ物的，行動的特徴が子どもの反応

の強化刺激となり，愛着は“一人の特定な人”のもつ物

的行動特徴が強化刺激となる（p」71）18）。」にすぎないと

している．つまりGewirtzによれば愛着と依存の間には

質的な違いはなく，単なる機能的な違いがあるにすぎず，

このいずれを示すかは子どもがおかれている状況によっ

て規定されるといえる．Cairns42）43）もまた愛着と依存は

行動の集合に対して名づけられたものと考え，彼の関心

はこの両者の関連に集中している．彼は最初（1961）42），

子どもにとって母親の存在は食物などの無条件刺激と結

びついたものと考え，愛着の強さは子どもが満足を感じ

た母親との相互作用の総頻度で示されると考えていた．

しかし，その後（1972）43）彼は愛着と依存はともに複数

の行動決定要因をもつ多次元的な行動現象であると考え

るに至った．Sears52）は依存は弁別学習によって二次的
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に獲得された動因であると考えている．そして依存の強

化は種々の世話を通してなされ，母親は子どもにとって

最初のreinforcerである．乳児の依存は注意，接近を求

める行動で示され，一度形成された依存反応は他のもの

にも強化する性質をもっている．一方愛着とは「子ども

が母親又は他の主たる保育者との愛情的結びつきが強く

なる過程をさし，子どもは母親との視，聴覚的接触を保

持するために非常なエネルギーを使い，母親から分離さ

れた時に非常な混乱に陥り，母親に再会した時に非常な

喜びを示す過程（p．18）52）。」であり，「生後6～18ケ月

に現われる．愛着行動が生じるためには子どもの成熟

保育者による一貫した愛情表現，子どもが他人と保育者

を弁別出来ることが必要である（p．24）52）。」，そして愛着

は非常に個別的，特殊なものであり，保育者以外の他の

人々に般化せず，愛着の強さは愛情の量，世話の量，子

どもの要求への母親の反応の速さ，によって変化する。

愛着は視，聴触覚的に接触が可能な範囲に母親をおこ

うとする愛着行動によって示される．母親への愛着はそ

の後，年長児への愛着にとって代わられ，さらに仲間

への愛着へと代って行くと考えている，SearSは愛着を

discrete　behaviorと考え，その強さには違いがあるも

のと考えている，WaltersとParke49）もまた愛着を社

会学習と考え，飢餓，保育というような身体的な欲求の

満足が重要ではなく，「視，聴覚的刺激が重要である．

その理由は子どもの距離感覚受容器が，従来考えられて

いる以上によく発達しており，これが愛着形成に重要な

役割（p．86）49）。」を果たし，さらに彼らは「注意と是認

を求めることは，単に初期の身体的な依存要求の満足か

ら分化するのではなく，最初から乳児が環境の知覚体験

を通して，発達させる（p．89）49）。」として，これらの行

動の説明概念として，彼らは依存よりもむしろ愛着の語

を用いる方がより適切であるとしている．愛着をその強

さ，頻度として量的に考える立場では，愛着行動の安定

性及び行動相互の関連性が問題とされている．例えぽ

Coates，　AndersonとHartups），6）は10，14，18ケ月児

の母親と分離，不分離状況での視覚的関心，発声，微笑，

接触，泣き，母親が去ったドアへ接近，母親へ接近につ

いてみたところ．これらの愛着行動の殆どのものの間に

かなり高い相関を見いだしている．しかし，各年令にお

けるこれらの愛着行動の安定性は「母親へ接近」「接触」

以外には殆んど見いだされなかったため，彼らは「愛着

行動は一様に安定した体系をなすものではない5）」と結

論している．MastersとWellman19）は愛着に関する王

な研究10編について，信頼性，安定性，妥当性を検討し

た結果「愛着行動における機能的同一性と安定性は殆ど

認められない……さらに，人間の乳児の愛着行動の相関

分析の結：果は，心理的特性としての愛着の考え方に何ら

支持を与えるものではない（p．288）19）。」と結論してい

る．また従来，乳児は最初ある特定の一人の人に愛着を

示し，後に複数の人々に愛着を示すと考えられていたが，

Scha　fferとEmerson16）は18ケ月児が最初から複数の

人々に対して愛着を示すことを見いだしている．彼らが

用いた愛着行動はseparation　protest，　stranger　fearの

非常に特殊なdiscrete　behaviorである．このことは愛

着が二次的強化の結果，生じるのではなく社会的相互作

用を通して生じることを示している．

　上にみた種々の研究結果は，愛着を1つの特徴的な行

動として考えるentire　trait　constructの立場を弱める

ものと考えられる。

　c・Communication理論　　Bower60）は「小児が社

会的愛着を形成した明白なサイン（p．49）6°）」として8

ケ月のstranger　fearと分離不安の発現を挙げている．

彼は学習理論が愛着の形成について乳児が自己の満足と

喜びとを母親の存在と結びつけ，不快と潭親の不在とを

結びつける考え方を否定し，乳児が8ケ月になるまでに

「小児と母親は独特な個別的なcommunicationの様式

を形成し（p．55）60）」「その特別なcommunication　skill

がさらに洗練され，その結果そのcommunication　code

をもたない人々から小児を隔離してしまう　（p．59）60）。」

そして「language　skillが誰れとでもcommunication

出来るようになった時にstranger　fearと分離不安は減

少する（p．61）6°）。」と，Communication　skillの不足と

愛着のhallmarkであるstranger　fearと分離不安とを

結びつけて考えている．この考え方は非常に興味あるも

のであるが，まだこれらの関連については何にも明らか

にされていない．

　d．Evolutionary－Ethology理論　　Bowlby17）は生態

学的観点から愛着をみている　彼の理論は愛着と依存に

対する精神分析学と学習理論的な考え方への批判として

提出されたものである．彼によれば愛着行動は無力な乳

児のそば近くに母親をとどめ，食物を獲得させ，母親か

ら学習することを許すところの発達適応的な機能として

重要なものであり，母親への接近は愛着体系の目標なの

である．そして　sucking，　clinging，　following，　crying，
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smillingの愛着行動はすべてこの目標に統合されている

ものであり，前者3つの行動は母親の近くに子どもをお

くためのものであり，後者3つの行動は母親を子どもの

近くに呼ぶためのものである．彼は生後一年間における

愛着の発達段階としてつぎのものを考えている．①幼児

がすべての人間に対して愛着行動を示す段階．②乳児が

母親を弁別する段階③乳児が積極的に母親に愛着行動

を示す段階④乳児と母親が1つの適切な目標を形成す

る段階，この段階では母と子の距離が許容限界を越える

と乳児の愛着行動が自動的に活発化する関係が成立して

いる．彼の理論は愛着形成の生物学的基礎を強調し，そ

して愛着形成には発達的可塑性の限界（臨界期）がある

としている．つまり乳児は一人の保育者と一対一関係を

形成する傾向があり，もしそのような関係が形成されな

い場合はnegativeな発達をするというものである．こ

の理論は愛着について新しい観方を導入したということ

で大きな意味をもつものといえる．

　e．体系論　　Bischof41）は先にみて来た多くの愛着

の概念を統合するためにsystem　analysisを行なった，

BischofもBowlbyと同様に母と子のfeedback機i構を

考えているが，彼は愛着行動体系の目標は接近よりもむ

しろ“安定感”であり，愛着行動は乳児自身の感情によ

って行動が統制されると考えており，Bowlbyのように

乳児の愛着行動が外の状況によって全く自動的に引きお

こされるものではないと考えている．

　f．　Organizational　Construct　　Ainsworth28），34）は

Bowlbyと同様に母親への接近を愛着体系の目標と考え

ているが，Bowlbyのように「特定の対象への接近，接

触を求める愛着とその接近が促進される愛着行動を分化

して扱うことには慎重である（p．103）34）。」としながら

も，愛着は永続的な安定した愛情的な結びつきであり，

愛着行動は変動的で間欠的であるために，乳児のおかれ

ている状況によって決定される，としている．この意味

で愛着行動は他の行動と関連しており，特に探索行動と

の関連が考えられる，彼女は子どもが環境探索の安全基

地として母親を使うことを非常に強調している．愛着と

探索行動の関係は，愛着行動が活発でない状況（例，子

どもが家庭にいる場合）では探索行動は活発化し愛着行

動が活発な状況（例，母と子の問が許容距離を越える場

合）では探索行動が中止されるというように相互に力動

的な平衡関係にある．しかし探索行動が活発な状況でも

母親への愛着が継続していることはありうるそこで彼女

は愛着の強さよりもむしろその質をこそ考える必要があ

るとし，その質は「安定と不安定，愛着行動と接近・回

避の関係，母親と接近・接触を求める時のambivalence

の程度，接近を求める行動の活発さと不活発さ（p．120）

28） B」によっておさえられるとしている．この彼女の考

え方には先にみたBischofの安定感の考え方がとり入れ

られ，さらに質的な尺度が加えられたものといえよう．

さらに，AinsworthとWitting30）はstrange　situation

を用いて，愛着を質的に　secure（Bと示される），

anxious（Cと示される），　avoidant（Aと示される）

に分類している．この安定性については　Waters14）が

明らかにしている．Ainsworthによるとこのような質的

な差は「乳児と愛着の対象との相互作用のあり方が，そ

の乳児の愛着行動の発達の道すじを決定し，かつその行

動がその乳児の愛着関係に繰り込まれる方法をも決定す

る（p．125）34）。」ことによって生じ，母子の愛着の発達

に最も影響する母親の養育態度は感受性一無感受性，受

容一拒否，協同一干渉，影響されやすさ一影響されにく

さであるとしている．SroufeとWatersDも依存と愛着

の研究を概観したあと，愛着における個人差を強さの次

元で，量的にとらえることは問題であり，愛着が形成さ

れる過程の質的な違いが愛着関係の個人差を示すという

Ainsworthの考え方を支持している．さらに彼らは「愛

着関係の質は保育者との愛着行動の形成とその場の状況

を参考にすることによって最もよく評価される（p．1188）

1） B」としている．彼らによれば，どの子どもの愛着行動

の組織化も状況により変化し，多くの愛着行動は相互に

機能的に入れ替えが可能であり，多くの愛着行動が別の

行動体系をも満すことが可能であるために，どのような

愛着行動がいつ生じるかを正確に予測することは不可

能であり，予測可能なものは種々な行動が状況とかか

わる，そのかかわり方なのであるとして，彼らは愛着を

organizational　constructであると定i義している．この

愛着の考えに立てぽ，愛着の質的面を使って適応の連続

性を説明することが可能であり，discrete　behavior，

secondary　driveのように抽象的な心理概念を強調する

ものでもないために，今後この領域での研究を行う．ヒで

理論的な基礎を与えてくれるものと思われる，

Competenceについて

　competence概念には愛着のように理論的な差はない

が，その定義は研究者によってかなり違いがある．ここ
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では乳児及び幼児のcompetenceの定義について概観す

る．

　a，　乳児のcompetence　　Bell50），　BellとHarpersi）

によれぽ生まれたばかりの乳児であっても手足を動かす，

泣く，微笑，音の方向に向くなどの行動によって保育者

に影響を及ぼし，これらのすべての行動は乳児と保育者

の社会的相互作用を促進する効果を持つものである．こ

のことが結果的に乳児が環境にある統制力を持つことに

なると考えられるとしている．さらにBellは乳児と保育

者の社会的相互作用の50％以上のものが乳児から開始さ

れ，その乳児の行動が親の養育行動を選択的に強化する

効果をもっているとしている．この考え方は受げ身的な

存在として考えられていた乳児が環境とのかかわりあい

において主要な役割を果たすことを明らかにし，非常に

興味あるものといえよう．CondonとSander64），　Richards

38），Goldberg56）もまた保育者への乳児の反応は“前適

応状態”にあるにもかかわらず，乳児が自分に成人の注

意をうまく引きつける能力のあることに注目している．

Goldbergは乳児と保育者の相互作用に効果的な感情が

生まれるのは，働きかけへの乳児の反応と働きかけを誘

発する能力の両方によるものと考え，この乳児の能力を

Social　Competenceと呼んでいる。CondonとSanderは乳

児の身体的な動きと母親の乳児への話かけの関係をスロ

モーショソフィルムを使って，その同時性を明らかにし

ている．LewisとGoldberg37）は乳児のcompetenceを

養うためには保育者から与えられる偶然的な経験が重要

であり，それが保育者の行動に対して一般的な結果の予

測と乳児に生みだす効果をもっていると考えている．

Ainsworth，　BellとStayton34）は乳児の泣くことへの保

育者の反応が，泣くことを減少させると同時に，別の

communicationのやり方を育てるのであるとして，乳

児のsocial　competenceにおける保育者の重要性に注目

している．さらにAinsworthとBell32）はcompetence

の定義を，「乳児がおかれている環境の中で保育者とう

まく相互作用ができること」としている．これは同時に

保育者の適性とも大いに関係するものである．もし乳児

が反応性豊かな保育者を持つ場合には，その発達，自信

やskillの獲得，環境の探索や理解が保証されることに

なり，その乳児はcompetenceを大いに発達させること

になるわけである．Sigman39）も同様にcompetenceの

指標として探索を考え，特に新奇なものの好みの発達に

注目している．またRubenstein2i），　Yarrow，　Rubenstein

とPedersen25）も6ケ月児のcompetenceの重要な指

標として探索と新奇なものの好みとを挙げている．

Wenar8）は1才児のcompetence行動の説明として探

索，好奇心，模倣，自発性のような概念を用いることは

不適切であるとして，彼は「強さ，持続性，行動の複雑

さ，自己満足の要素からなるexecutive　competenceの

語を用いる（P・336）8、」ことを提案している．ApPleton，

CliftonとGoldberg59）は聴覚，視覚，言語，知覚運動，

認知の領域で乳児の能力として記載されたものを概観し，

乳児は環境を統制する能力即ち，指示し，選択し，継続

する行動を示すcompetence及び新しいskillに熟達す

ることから喜びを引き出すcompetenceそして自己動機

づけのcompetenceをもっていると結論している．

b・幼児の一般的・・mp・t・・ce　働巳の・・mp。t。n、e

の概念から幼児のcompetenceを考えたのは，　White

16）である・Whiteは第一次動因に基づいた動機づけ

理論は，探索，移動，注意，知覚，言語，思考などの

多くの重要な子どもの行動を無視しているとして，こ

れらの行動を含みつつ，動機づけの考え方を拡大した

competence概念を提案している．　Whiteのcompetence

とは環境におけるdifference・in－samenessを生みだし，

環境からのfeedbackを求める子ども自身の基本的な動

機によって生じるのと考えている．この考え方はこの領

域の多くの研究にとり入れられている考えである．Co－

nnollyとBruner23）は「単に知っているということよ

りも，いかに知っているかという非常に広い意味におけ

る知能（p3）23）」がcompetenceであると定義してい

る．彼らのいうcompetenceは環境を変える行為を含ん

でおり，それは①計画を作るために環境から必要なもの

を選択する，②計画した活動を実行する，③将来の計画

のために得た知識を活用する，の3段階の行為を含むも

のであり，情報をうまく使うための柔軟性，与えられ

た情報にまさる推論，関連性を見だすなどの一般的知的

skil1と自信のような情緒的なものから成っている．多

くの研究者は一般的competenceの尺度にIQを用いて

いるが，competenceの尺度にIQを用いることは適切で

ないとして，もっと正確なcompetenceの測定，定義の

試みがなされている．例えばZiglerとTrickett15）は

competenceは知能と　social　competence　を含む包括

的な概念であると考えている．彼らはsocialcompetence

の測定は健康，一般知識，学力，情緒についてなされる

必要があるとし，①社会的期待に応じうる人，②自己実

（14）
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現・人格発達，の2つを主要な測定基準として考えてい

る，これは情緒的変数と認知的変数の両方を含み非常に

広い意味をもったsocial℃ompetenceといえる．　Ande・

rsonとMessick54）もまたsocial　competenceを「発達

しつつある子どもの認知と個人・社会的領域の広い範囲

をもつ（p．278）54）」ものと定義し，29の構成要因を設定

している．

　c．幼児の特殊competence　上にみたsocial　co－

mpetenceをさらに特殊なcompetenceと考えている研

究者もある．例えぽBronson62），24））は効果的な感情へ

導く行動の実践力としてWhiteのcompetenceの考え

方に同意しながらも，さらに生態学的な方法である「心

理機能の変化に関係し，かつ実際の生活を反映する状況

での多くの行動の局面についての詳細な観察（p．276）62）」

によって，多少その考え方を変更している．そして彼女

は母親と幼稚園児のinteractive　competenceを得点化

し，このcompetenceと就学後の子どもの外界とかかわ

るcompetenceを関連づけようと試みている．　Hess47）

もまたsocial　competenceを相互作用の観点から考えて

いるが，Bronsonとは違い，相互作用をperson・relevant

行動とsystem－relevant行動に分け，　social　competence

とはsystem．relevant行動そのものであると考えてい

る．Kohn　Rossman　35），　36））は幼稚園で実際に幼児の行

動を観察し，90以上に亘る行動項目を抽出し，それらを

因子分析し，social　competenceとして因子を見いだし

た．それらは①興味・参加一無関心・引っ込み思案，

②協同・従順一怒り・反抗である．これらの因子の正の

極の行動はいずれも幼稚園生活へ適応するために必要と

されるものであり，その意味ではHessのsystem－relevant

行動と同じものとも考えられる．0’malley2°）はsocial

competenceに関する研究を概観し，その定義と研究方

法により，生態学的（例，Bronson，　WhiteとWatts）・

性格構成的（例，Kohn　Rossman），社会相互作用的（例・

Shantz）方法に分類している．そしてこれらに共通した

social　competenceは目的性，適応性，柔軟性，分析性

であることを見いだし，social　competenceとは「子ど

もとその仲間あるいは成人との間の生産的な，そしてお

互いに満足する作用である．生産的な相互作用とは子ど

もの個人的な目標を遂げることであり，その目標とはそ

の状況に適応したものである．相互作用は目標が遂げら
　　　　
れた時に子どもに満足を感じさせ，そして目標達成のた

めの子どもの活動が積極的に受けとめられるならぽ，他

の人にとってもそれは満足となる　（p．29）20）。」　と定義

している．WhiteとWatts7）はsocial　competence

と　non－social　competenceセこ分け，さらにnon－social

cempetenceを言語的competence，知的competence，

実行能力，注意力に分けている．一般的にはこのよう

なsocial　non－socialという分類は研究者によっては避

けられる傾向があるように思われる．Baumrind9），ユo）

BaumrindとBlackii）はcompetenceをinstrumental

機i能とexpressive機能に分けている．　instrumental機i

能とは目標を決め，目標に導く機能であり，expressive

機能とは受容的，nurturant，　empathicな機能である．

HarterとZigler56）もまたBaumrindと同じような考

え方に立ち，さらにWhiteの効果による動機づけの考

えをも考慮に入れ，competenceを反応の変化性，目新

しい刺激への興味，competenceそれ自身によってなさ

れる強化，課題への挑戦と定義し，それらの間には全く

関連性がないことを見いだしている．そしてこのことか

ら彼らはcompetenceは単一の構造をもったものでは

ないと結論している．Wachs，　Uzgirisと　Hunt6「）は

Piagetの知的発達の尺度である視覚的追随，ものの不

変性の発見，意味の発達，schamaの発達，発声的模倣，

対象関係の尺度を使って認知的competenceを測定して

いる．彼らは初期のcompetenceの重要な面は後期の知

的発達のための基礎的機能の獲得にあると考えている．

　d．　Organizational　ConstructとしてのCompetence

　すでに種々なcompetenceについて見て来た．乳児の

competenceについては，　BellとHarperとは前適応能力

と考え，Richards，　Ainsworth，　Bel1，　Goldberg，　Lewisは

社会的相互作用と考え，Rubenstein，　Sigmanは探索と

新奇なものの好みと考え，Wenar，　Appleton，　Clifton，

Goldbergは実行力と考えている．幼児の一般的compet－

enceについてはWhiteの考え方がその基礎となって

いるが，Zigler，　Trickett，　Anderson，　Messickはcomp－

etenceの一般的な指標としてIQの使用を提唱してい

る．また幼児の特殊competenceとしてはBronsonは

相互作用，Hessはsystem　relevant，　KohnとRossman

は興味と感受性，WhiteとWattsはsocial，　non－social

competence，　Baumrind　はinstrumental　Competence，

HarterとZiglerはeffectance，　Wachs，　UzgirisとHunt

はPiaget理論を考えている．これらすべてに共通する

考え方は，物的社会的環境との関係，探索，知識と技術，自

信である．このような種々の定義をいかにして統合する
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ことが出来るのであろうか．先にみたSroufeとWa㌻ers

のOrganizational　constructの考え方をcompetenceの

場合にも適応できないであろうか．子どもは先にみたよ

うな種々なcompetence行動をその場の目的や要求に基

づいて示すがこれらのすべてのcompetence行動がその

子どものcompetenceの十分な指標であるとはいえない．

むしろ子どもが各々の行動をその状況に適切な行動とし

て組織化して行くことが，子ども自身の進歩を促進する

ものと思われる，この意味におけるcompetenceは各々

の行動の単なる合計よりもより優れたものであり，それ

はcompetence行動を必要に応じ，適切，柔軟かつ発展

的に組織し，行動を生じさせるやり方なのである．そし

て愛着行動が子どもの安全，安心，生存を保証するため

に生じることを考え合わせると，愛着行動もまたcomp－

etence行動の一種とみなすことが出来るのではないだろ

うか．MatasとSroufe24）は　「12～18ケ月児の主要な

仕事は，活発な探索と物的，社会的環境の理解であり，

これらの℃ompetenceが十分に機能するためには，愛着

関係が成立していることが必要である（p．547）24）。」と

している．

　この領域の研究をすすめる際には，もし子どものおか

れている状況が適切であるならば，その子どもの探索，

新奇なものの好み，それ自身の目的の理解環境との相

互作用などの行動はすべて　competence行動と考える

ことが出来るものと思われる．そして　competenceを

discrete行動とみなさず，　Organizationalなものとして

考えて行くことがより適切であると思われる．

愛着とcompetenceの安定性

　ここでは，子どもの側から愛着とcompetenceの関係

について考える．

　Eriksonは乳児の重要な課題は母親との間に基本的な

信頼を形成することであり，その信頼が自主自立などの

心理的基礎を成すものと考えている．Bowlbyは乳児が

困難に直面した時に母親と乳児の間に設けられた行動目

標が接近であり，この目標に導く乳児の行動が愛着行動

であるとし，愛着の絆は乳児の発達目的となり，この絆

が安定した時に乳児は環境の探索に母親を安全基地とし

て使用すると考えている．AinsworthとWittingは乳児と

母親の永続的な愛情的な結びつきの質的な差はstrange

situation　と呼ぼれる研究法を用いて見いだしている．

そしてAinsworth29）によれば安定した愛着をしている

小児（以下B児と記す）は探索の安全基地として母親を

使い，その結果小児の環境理解自信そしてcompetence

を増すことが出来るとしている．またAinsworthら31）に

よれば　strange　situation　での母親の抵抗と子どもの

DQ，探索の長さ，探索時の興味の長さとは負の関連が

あり，母親の子どもを回避する行動は子どもの社会情緒

的行動に悪い影響を与える傾向がある．またB児は他児

に比較して探索時間対象への興味・注意，複雑な対象の

細部へのかかわり，玩具やその他の対象への働きかけが

有意に優れている。Matas，　ArendとSroufe24）によれ

ぽ，2才児の自由遊び場面での行動について，B児は他

児に比較して想像的，抽象的遊びを多くし，問題解決場

面では熱心であり，母親に従順で母親を無視することが

少なく，課題から離れる時間や要求不満行動が少ない．

またConnell12）によれば，12ケ月のB児は新奇なもの

に直く慣れるが，anxious　babies（以下C児と記す）は

対象に対して非常に用心深いため，新奇なものに触れ

ることを拒否し，avoidant　babies（以下A児と記す）

は新奇なものに触れるけれども慣れることが少ない．

Lieberman2）は幼稚園児について，自由遊び場面での

social　competenceを仲間への積極性と消極性について

みた所，安定した愛着をしている児は他の児に比較し

て　competenceが優れていることを見いだしている．

Sroufe3）は質的に高い愛着関係がいかにしてcompetent

児をつくりだすかについて「子どもの探索と理解を支持

し，それを許すことが子どもの対象理解に役立つととも

に，子どもは自分の資質を信ずることが出来，そして必

要な時にはいつでも成人から支持が得られることを学ん

でいるために，問題に熱中することが出来るのである．

乳児はあなた方の信頼と情緒的な親密さを通して他人へ

の暖かい感情や肯定的な期待をもつようになり，乳児は

あなた方との愛情的なかかわりをもつことによって生き

生きとし，感情豊かな，幸せな子どもとなり，乳児は愛

情的な表現をすることが出来るようになる（p．170）3）。」

と述べている．

親子関係．愛着．Competence

　ここでは親子関係の側から愛着とcompetenceの関係

についてみる，

　Bell28）は愛着の質による違いと人．物関係の発達に

ついてみたところ，B児は物との関係を形成する以前に

人との関係を発達させるが，他児は先に物との関係を発

（16）
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達させることを見いだしている．さらに安定した愛着を

つくりだす親子関係は，認知的三competenceの重要な基

礎となる認知感覚運動の発達を容易にするとしている．

Ainsworth29）玉は生後一年間の間の安定した愛着の形成

に影響する母子関係の変数としてつぎのものを挙げてい

る．①母親との身体的接触の頻度と長さ，②身体的接触

によってうまく乳児に安らぎを与える養育能力，③乳児

の発する信号への感受性とその反応の豊かさ，④乳児の

リズムにうまく合わせる養育能力，⑤環境を一定に保つ

養育能力．これらの母子関係によって乳児は母親の行動

の結：果を予想することが出来るようになる．これが出来

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，るようになるということは乳児が効果の感覚を持ったこ

とを示す．この効果の感覚についてはGoldberg　Lewis

によっても指摘されている．その後Ainsworthら31）は

家庭での親子関係を観察し，養育的感受性，協同，情緒

的表現，影響されやすさ，反応性という養育行動の変数

が安定した愛着の形成に関連していることを見いだして

いる．さらに彼らは9～12ケ月のB，C，　A児とその母

親とのかかわり方に違いを見いだしている．B児は他児

に比較して，泣くこと，分離不安が少なく，母親の働き

かけは肯定的で，子どもから母親へ身体的な接触を求め

る頻度は高いが，一度それが達成されると直ぐに終結す

る，communicationのやり方がうまく，母親の要求に

対して従順である．またCとA児はB児に比較し，よく

泣き，分離不安が強く，怒りやすく，母親との身体接触

にはambivalenceで，母親の要求に従順でない．　C児

とA児を比較した場合には，A児は母親との接触に対し

て不安と要求の両方をもっており，C児は母親が与えて

くれる以上に母親との接触を求める傾向がある．つまり

A児は母親と身体的接触を求めること自体を恐れ，C児

は望むところの身体的接触が充分に得られないことを恐

れている．Ainsworth　らはこのような子どもの行動に

おける差は養育行動の違いに原因ずると考えている．つ

まり，B児の母親はより感受性が高く，協同的で，影響

されやすく，受容的であるのに対して，A児とC児の母

親は感受性が低く，干渉的で，無視的でそして拒否的で

あり，A児とC児の母親を比較した場合にはA児の母親

はより干渉的で，拒否的であり，C児の母親は子どもの

扱い方が無器用で，近づきにくく，無視的である．その

ためにA児は母親との接触で拒否される体験を多く持ち，

その結果母親との接触を避ける傾向があるのに対して，

C児は母親によって無視される体験を多くするため，母

親の影響されやすさについて信じなくなるとしている．

BaumrindとBlackらも同様にcompetenceの発達と親

子関係及び家庭環境との関連を明らかにしている．彼ら

は自己主張，自信，自己統制，探索からなるinstrumental

competenceの尺度で高い得点を示した幼稚園児の親の

養育態度をみたところ，これらの親は愛情的で，一貫性

があり，厳格で，理性的で，子どもの望みを尊重する傾

向があることを見いだしている．BayleyとSchaefer‘・）

は母子関係と幼稚園児のIQ及び行動特性との関連につ

いて，その関連の仕方は子どもの年令と性によって違い

が認められるが，高いIQをもった子どもの母親は，子

どもに熱中し，肯定的で，平等で，愛情的で，子どもの

自主性を認めることを見いだ．している．Clarke－Stewart

22）はまた6－18ケ月児の認知的，言語的，社会的発達

に関する変数と情緒，刺激，反応に関する養育態度と

の間に正の相関が認められるこ．とから，子どもの一般

的　competenceと養育態度は関連すると考えている．

Rubenstein2D　によれぽ6ケ月児の母親の養育行動を観

察し，母親を高い注意力（HA）と普通（MA），低い注

意力（LA）に分類し，　各々の小児の探索行動と新奇な

ものの好みの得点を比較した結果，HA児は他児に比較

して，新奇なものへの好みが有意に高く，探索行動では

HA児はLA児よりも有意に高い得点を示した．　Yarrow，

Rubenstein，　PedersenとJanowshi26）は6ケ月児に同様

のテストを行ない，その得点が子どもの物的環境の変化

性，複雑性，反応性と母親の反応性，愛情との間に関連

性を見いだしている．特に探索行動は子ども自身が触れ

ることの出来る物がもつ変化性と関係し，新奇なものへ

の好みは物の変化性，複雑さ，反応性及び母親の養育行動

と関連していることを見いだしている．さらにYarrow2？）

らは同じ被験児について，19ケ月時，3才6ケ月時にも

同様のテストを行ない，初期の　competence　と後期の

competence及び初期の環境要因と後期の環境要因の間

に関連があることを見いだしている．また6ケ月時と19

ケ月時のBayleyテストの得点の問には有意差は認めら

れないが，6ケ月と3才6ケ月のIQ，　6ケ月時の社会

環境変数と19ケ月の探索行動　6ケ月時と19ケ月時の養

育行動の間に有意な正の相関が認められた．また初期の

養育行動と3才6ケ月のIQの間には有意な相関は認め

られなかったが，正の傾向が認められたという．これら

の結果は初期の経験がその後の機能にとって重要なもの

であるが，その影響は長期に亘って影響するものでない
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ことを示しているといえよう．WhiteとWatts53）はco・

mpetenceを社会的能力と非社会的能力に分け，知的な

幼稚園児の家庭環境についてみた結果，これらの幼児は

“見ることの出来るカリキュラム”と呼ぽれるところのも

のをもっていることを見いだしている・Elardo，　Bradley

と　Caldwel148）　と　Bradley　と　Caldwel144）・45）は54ケ月

時の知能テストと6，12，24ケ月時の家庭環境の間に

相関を見いだしている．彼らは　Caldwell・Heider　と

Kaplan4）が作成したHOME（Home　Observation　for

Measurement）を家庭環境の調査に使用している．これ

は①母親の情緒，言語的反応，②制限・罰の回避③物

的環境，④玩具の適正，⑤養育能力，⑥日常生活の変化

性，の6尺度，45項目からなっており，評定は家庭での

行動観察と面接の両方によってなされる．結果は，子ど

もの年令によって各々変化するが，HOME，　Stanford・

Binet，　Bayleyテストの各々の間には有意な正の相関が

認められ，特にHOMEの1，4，5の尺度は被験児の

すべての年令に重要な項目であった．特にこれらの3尺

度は12ケ月のBayleyテスト，36，54ケ月のBinetテス

トと有意な相関を示していた．彼らは，子どもの知能テ

スト得点の増加にはHOMEの1が関連し，知能テスト

得点の減少にはHOMEの3の得点の低さが関連してい

ることを見いだしている．また別の研究46）で，6，24か

月時のHOME得点と36か月時のITPA（The　Illinois

Test　of　Psycholinguistic　Abilities）の得点との関連を

見いだしている．この研究においてもHOMEの1，4，

5の尺度が有意な関連を示した・Wachs，　UzgirisとHunt

61）も7，11，15，18，22ケ月児の家庭環境とcompetence

の関連をみている．彼らは家庭環境テストとしてHOME

を一部修正したものを用い，　competence　の測定には

PiagetのIPDS（Infant　Psychological　Development

Scale）を用いている．その結果，彼らはこれら両者の

間に種々な相関を見いだしている．また子どもにとって

重要な環境要因は年令，経験，認知構造によって違うこ

とを見いだしている．

結　語

　以上見て来たように愛着は単一の行動特徴とみなさず，

物的，社会的状況及び子ども自身の状況など多くの要因

によって変化する行動の組織体として考えることが，最

も妥当と考えられる．そしてまたcompetenceも同様に

考えることが出来る．愛着とcompetenceとの関係は愛

｛

着がcompetenceのsubsetとして位置づけられるもの

といえる．このように考えるならぽ，また愛着を導き出

す親子関係，competenceを導き出す親子関係もかなり

重複し合う面を持つことが考えられる．そしてこの親子

関係はともに親子関係，subsetでもあるわけである．

このようなことから，愛着，competence愛着を導き出

す親子関係，competence，を導き出す親子関係は相互

にかなり強い相関関係があることが仮定される．今後，

研究をすすめる中でこの仮定について検討する予定であ

る．
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